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[1] (問 ′) A：正方行列．∃? P：可逆行列 (直交行列) s.t. P−1AP：対角行列．

このとき，Aを (1) ( (2) )という．

[2] (定理 2) A：n× n行列．Aは対角化可能⇔ Aは n個の 1次独立な をもつ．

[3] (対角化法)

Step 1. Aの 1次独立な (1) p1, . . . ,pnをとる．

Step 2. P = (p1 · · ·pn)とする．(P は (2) となる)

Step 3. P−1AP =

(
λ1

. . .
λn

)
： (3). (λiは piに関する固有値)

[4] B =

(
a 1
0 a

)
とする．

Bの固有方程式 (1) = 0より，Bの固有値は λ = a (2重根).

また，固有空間Waの次元 dim(Wa) = (2).

よって，定理 2から，Bは (3).

[5] (定理 4) A：n× n行列が n個の相異なる固有値をもつ⇒ Aは .


